
αを定数として,放物線θし:ν=― ■2+α″十α2を考える。

(1)放物線 %の 頂点の座標は
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であるから,頂点は曲線ν=EI"2上にある。
座標平面上の2点 A(―<1':百 (2,4)を通る直線をJとする。放物線Qが 直線ιと

共有点をもつためのαの範囲は
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である。cとιの共有点の座標は,α=[オコのとき⊂互ヨ,日),α=
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また,cと 線分 ABが 異なる2点を共有するためのαの範囲は
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である。
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